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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、2020年 10月 30日に公表しました 2021年３月期通期（2020

年４月１日～2021 年３月 31 日）連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１.業績予想の修正について 

2021年３月期通期連結業績予想値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当り 

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 11,400 30   30 0 0.00

今回修正予想（Ｂ） 11,000 △100   △160 10 1.99

増減額（Ｂ－Ａ）  △400 △130 △190 10 

増減率（％） △3.5 ― ― ― 

（ご参考）前期実績

（2020年３月期） 
11,819 23 11 75 15.06

 

2.修正の理由 

売上高につきましては、第３四半期累計期間では、包装資材事業において、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により化粧品分野の売上が大幅に減少したことに加え、精密塗工

事業においても半導体関連部材の売上が、需要先の生産調整の影響を受け計画比で減少

いたしました。第４四半期の売上高も新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかから

ず、個人消費等の回復にはなお時間を要することなどで前回予想を下回る見込みとなり

ました。 

利益面につきましては、営業利益は、第３四半期累計期間では、売上高が減少したこ

となどで計画した利益を確保できませんでした。第４四半期についても、上記のとおり

個人消費等の回復が見込めないことでの売上高の減少により前回予想を下回る見込み

となりました。また、経常利益についても、営業損失に加え、持分法投資損失の計上な

どで前回予想を下回る見込みとなりました。親会社に帰属する当期純利益については、

経常損失となるものの特別利益の計上（2020年11月27日付「特別利益(投資有価証券売

却益)の計上見込みに関するお知らせ」）が見込まれることから前回予想とほぼ同じと

なる見込みとなりました。 

 



 
 

 

なお、2021年３月期の配当金につきましては、2020年５月15日公表の配当予想額（期

末配当金５円、年間配当金10円）に変更はありません。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいて作成しております。実際の業績は様々な要因に

より大きく異なる可能性があります。 

 

以  上 


